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1　前　史

二つのせまい海峡によって地中海につながる

黒海は,古代からギリシャ人の海であった。ド

ニエプル河やドン河の流域のステップでスキタ

イ人が遊牧生活を送っていたころ,黒海の南岸

にはティエウム,シノペ,トラペゾス,北岸に

はドンの河口にタナイス,クリミア半島にフェ

オドシアとヘルソネソス,ドニエストルの河口

にオフィウサ,西岸にはオデソスやアポロニア

など合わせて20を超すイオニアの植民地が散在

していた。ずっとくだって紀元後988年に東ス

ラグ族のいわゆるキーエフ国家がキr)スト教を

受容したころにも,ヘルソネソスは依然として

ギリシャ人の町であり,ギリシャ正教の主教座

がここに置かれていた。ロシア年代記にコール

スこの名であらわれる町がそれである。

その後十字軍の時代からイタリア人が黒海に

も姿をみせるようになった。 13世紀の後半には

ジェノアの商人たちがクリミアのカーファ(か

ってのフェオドシア)やアゾフ海にそそぐドシ

左岸のタナ(かつてのタナイスの近く)に居留

地をつくっていたことが知られる。当時この地

方は,ステップの北のロシア全土同様,はるか

アジアから西征してきたモンゴ!レ人の支配下に

あった。ロシア人は彼らをタタールと呼んだ。

ほどなくヴェネツィアの商人たちも黒海に進出

した。 15位紀の後半にモスクワをおとずれて興

味ぶかい記録をのこしたヨサファト・バルバロ

とアンプロジオ・コンクリーニは,ともにヴェ

ネッィア人であった。

2世紀半にわたって<タタールのくびき>の

もとにあえいだロシア人はモスクワを中心に統

一国家を形成し, 1480年に金帳汗国-の進貢を

廃して独立をかちとるが, 16世紀前半にはその

勢力範囲の南限はまだドンの上流にとどまって

いた。現在のウクライナと自ロシアの大部分は

リトワニア領であり,黒海北岸のステップに住

むタタール人は強大なクリミア汗国を形成して

いた.イワン富帝は1552年にカザン汗国をたお

してカスピ海にいたるヴォルガ水路を手中に収

めたが(彼の給仕下にシベリアへの進出もはじ

まる),南と西に向かってはほとんど版図を拡大

することができなかった。そればかりか, 1571

年にはクリミア汗のデヴレト・ギレイが大軍を

ひきいてロシアに侵入し,モスクワを焼討ちし

た。 17世紀になってもロシアにとって最大の脅

威はステップであった。モスクワの守備隊は常

にクレムリンの南側に配備されていたし,ロマ

ノフ王朝の初期のツァーリたちがクr)ミア・タ

タールに対していかに屈辱的な外交政策を強い

られたかは,オレアリウスなど当時のヨーロッ

パ人の旅行記によって知ることができる。

17世紀の前半だけで, 15万から20万のロシア

人が捕虜としてクリミアへ連れ去られたといわ

れる.タタール騎馬隊の侵入を防ぐために,万

里の長城を思わせるような防衛線が幾重にもわ

たって南の辺境の森林地帯に張られた。場所に

よって大木を倒したり,逆茂木を並べたり,柵

をつくったり,また土塁をきずいたりして,人
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馬の通行を遮断したのである。その最も長大な

ものは,ウクライナからベルゴロド,ヴォロー

ネシを経てヴォルガ右岸のシンビールスクまで

えんえん1200キロに及んだ。

ロシアとクリミア汗国の力関係が完全に逆転

するのは18世紀になってからである。ピョ-ト

ルー世が政権を握ってまもなく敢行したアゾ7

遠征(1696年)はほとんど実質的な戦果をあげ

ることができなかったが,ピョ-トルの西欧化

政策が一応実をむすんでからロシア帝国はクリ

ミア汗国やその背後のオスマン・トルコと間断

なく戦争を行ないながら,次第に領土を南にひ

ろげていく。まず1730年代にはベルグラード講

和条約によってドン河の河口一昔とドニエプル

下流のザボロージェ地方がロシア領に編入され

る。とりわけエカテリーナ二批(在位1762-96)

の時代には,いわゆるポーランド分割で知られ

るように,ロシアの国境はいちじるしく西に移

動したが,同時に南下政策も強力に推進されて

ロシアの領土はついに,E上溝iに達した。 1774年の

クチュク・カイナルジ条約はドニエプルの河口

地方をロシアにもたらし,1783年にはクリミア

汗国が最終的にロシアに併合されて,この半島

の全体とその後背地,ならびにアゾフ海東岸が

ロシア領となった。さらに1791年のヤス条約に

よってユージヌイ・ブ-クとド干エストルの二

つの河にはさまれた地方がロシアに帰属するこ

とになった。この地域の一角にやがてオデッサ

が建設される。

ちなみに18世紀にロシアの所有に帰した黒海

北岸はノヴォロシア,すなわち新しいロシアと

総称されるが,その広さは20万平方キロをはる

かに上まわり,オランダの6倍強,英国の全面

積に匹敵する。

2　誕　生

厳密にいえば,ロシアとトルコの戦いはすで

に17世紀の70年代からはじまっていて,それ以

後徐々に戦場を南に移しながら,ちょうど200

年間つづいた。 1787年から91年にかけての戦争

の最中,スヴォ一口フ将軍を総司令官とするロ

シア軍がドニエプルの河口から120キロはど西

寄りの黒海沿岸で-ジベイと呼ばれるタタール

人集落を占領した　1789年9月のことである。

正規軍ではリバス将軍が,ウクライナ・コサッ

クではそれぞれゴロヴァートゥイ(頗でっかち)

とチェピーガ(翠の柄)の異名をもつ二人のア

タマンがこのときの戦闘で勲功があった。

キーエフ・ロシアの時代このあたり一帯に東

スラグのティヴェルツィ族とウ-I)チ族が住ん

だと≪原初年代記≫は述べているが,彼らはチ

ュルク系の遊牧民に追われて北に移住したらし

い。 -ジベイあるいはカチベイの名は15世紀に

はじめて文献にあらわれる。名目的にはりトワ

ニア領であったとはいえ,実質的には当時から

トルコがここまで勢力をのはしていた1764年

にトルコ人はここにユニ・ドゥニヤ(新世界)

という名の要塞をきずいたが,それから30年足

らずしてこの要塞がロシア軍の手におちたわけ

である。

ヤス条約でドニエストルまでの領有権を確立

したロシアにとって,最も緊急の課題はいかに

してこの地方をトルコ軍の手から守りとおすか

ということであった。 1793年には防衛策の一環

として,旧-ジベイの砦のそばに,堀と土塁に

かこまれた要塞がきずかれた。前述のリバス将

軍と有能な技師フランツ・デヴォランがその指

揮にあたった。もちろん彼らの献策にもとづい

てであろうが,その翌年の1794年にはここに軍

港と商港を建設するむねのエカテリーナの勅令

が出されて,その年のうちに起工された。ドニ

エプル河口寄りのオチャコフも候補にのぼって

いたが,結局リバスとデヴォランの意見がとお

って, -ジベイが選ばれた。

従来のトルコ風の名前に代わってオデッサと

命名されるのは1795年である。古典古代にギリ



シャの植民地オデッソスが黒海西岸にあったこ

とは初めに書いたとおりであるが,当時のロシ

ア人は-ジベイをその後身と思いこんでいたら

しい(現代オデッサの郷土史家の意見)。本当は

今のブルガリアのヴァルナがかつてのオデッソ

スの所在地である。これに対して,黒海には西

岸と北岸の2個所にオデッソスなる植民ポリス

が存在したという説もあるが,確実な根拠はな

いよう.である。オデッソスの名がもともと叙事

詩の英雄オデュセウスにちなんでいることは明

らかである。エカテリ-ナの宮廷では,フラン

スの影響をうけて古典主義が流行していた。詩

人や作家たちも何かといえばギリシャ風・ロー

マ風の名前をもつ主人公を作品に登場させる時

代でもあった。当時ハジベイに駐屯して港町の

建設工事に従事していたのがリバス将軍魔下の

ギリシャ人部隊であったという事実も,あるい

はこの命名にあずかって力があったかもしれな

IS

オデッサの港づくりは急速度ですすめられた。

1794年のうちに,のちカランチン(検疫)と呼

ばれる大波止場,造船所, 2つの桟橋が完成し

ていた1796年までには, 200万プ-ド(1プ

ードは16.38ks)の塩を格納できる倉庫(クリ

ミアで塩が採掘された),税関,取引所,ホテル,

それに兵舎と武器庫などがつくられた。大寺院

教会や病院の建築もはじまっていた。

この新開地では人間をあつめることが先決問

題であった。元来が人のまばらなステップ地帯

である。 18世紀末のノヴォロシア全体の人口は

83万5000たらずであったというから, 1平方

キロあたりの人口密度は5人にも達しなかった。

砂漠なみと考えても差支えあるまい。リバスは

ペテルプルクの政府の許可を得て,この町への

移住者には10年間の租税免除を約束し,家屋の

建築に対しては土地の無償貸与と国庫からの資

金貸出しの恩典を与えた。軍港を兼ねる町の性

格上,宗教を同じくするギリシャ人の移民をと
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くに歓迎したので,トルコ支配下のエーゲ海の

島々から渡ってくる者が多かった。ロシア人の

中には近隣諸県からの出稼ぎ農民もいたが,か

なりの部分は逃亡農奴であったO　むろん農奴の

逃亡は法的には非合法であったが,当局もこの

さいは軍事上の必要のまえに目をつむらざるを

得なかった。

1795年にはロシアの諸都市並みに,民政と裁

判を司る市会が発足し, 6人の長老が選ばれた。

1797年の男子人口は3455人をかぞえ,その内

訳はロシア軍に勤務するギリシャ人が337,そ

の他のギリシャ人269,ブルガリア人33,黒海

コサック404となっていた。貿易に従事する商

人は1798年の瀬査では80人であったが,うち14

人は外国人で,その出身地はフランス,オース

トリア,ナポリ,ジェノア,コンスタンチノー

プル,トリポリ,エーゲ海の島々など多岐にわ

たっていた。

肝心の港としての機能では, 1796年に早くも

86隻の船がオデッサ港にはいった。その国籍別

内訳はトルコ船49,ロシア船34,オーストリア

船3である。オデッサから輸出される商品は穀

物,秩,麻,綱索類,皮革,羊毛,負,キャビ

ア,獣脂で,逆に輸入される商品は織物,ワイ

ン,乾果実,香料,タバコなどであった。

オデッサは開港3年目にして,アゾフ海のタ

ガンロークに次ぐ黒海第二の港にのしあがった

が,翌1797年にいたってその洋々たる前途が一

挙に暗雲におおわれるような事態が生じた。エ

カテリーナ二世の後を継いだハーグェルー仕の

命令でリバス将軍がペテルブルグに召還された

のである。

啓蒙君主として名をはせたエカテリーナや,

彼女の寵をうけたポチョムキン,ズーボフなど

の側近は,いわば企業心に富んだ政治家であっ

たoエカテリーナはノヴォロシアの総督に初め

ポチョムキンを,ついでズーボフを任命すると

ともに彼らに広大な領地を下賜したが,それは
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黒海要図( 1800年前後)

彼女がこの地方の開発にいかに熱意をいだいて

いたかを示している。領土は私的なものだった

とはいえ,権臣たちはトルコとの戦争に勝つと

いう国家的利益のためにそれぞれの領地の植民

と経営の義務を負わされたようなものであった。

ところがパーヴェルはあらゆる点で母親と反対

の政策をとったことで知られる。ステップの開

墾とか貿易の振興などという俗事は彼の関心の

埼外にあった。マルタ騎士団につよい憧憶をい

だき, 1798年にはその70代目の団長に選ばれた

りした反面,ノポォロシアの経営には全く興味

を示さなかった。リバスを首都に呼び戻したの

を手はじめに,オデッサへの各種の補助金を打

切り,造船所や税関に対する特権も廃止してし

まった。オデッサの商人たちは3000個のオレン

ジを1500キロも北のペテルブルクまで運んで新

帝に献上したが,何のききめもなかった。

ここでリバスとはいかなる人物であったか,

簡単に述べておこう。彼の名を抜きにして,オ

デッサの誕生を語ることができないからである。

実は彼もまたエカテリーナ二世と同様に,ロシ

ア人ではなかった。生まれたときにつけられた

名前はドン・ホセ・デ・リバス,固着からいえ

ばスペイン人で,父はバルセロナの貴族,母は

アイルランドのやはり貴族の娘である1749年

にナポリで生まれた。父親がシシリー王国の軍

事顧問としてナポリに住んでいたのである。 16

歳から20歳まで自らも士官としてナポリで勤務



していたが, 1769年母の領地を検分するために

アイルランドに旅立った。その途中リヴォルノ

でロシア地中海艦隊司令長官アレクセイ・オル

ロフ伯爵と出逢ったことが彼の生涯を思いがけ

ない方向に変える転機になった。このオルロフ

はエカテリーナ二世の寵臣のひとりダリゴーリ

イの弟である。ちょうどこの1769年から,歴史

上ではじめてロシアの艦隊がリグォルノを母港

として地中海を遊-tしていた。折しも地中海で

はヴェネツィア,トルコ,スペインの勢力が衰

えて, N.ソールの表現を籍りれば,一種の<真

空状態>が現出していた。ロシア艦隊の目的が

トルコへの示威あるいは牽制であったことはい

うまでもあるまい。

オルロフと知り合ったリバスはアイルランド

行きをとりやめ,ロシア艦隊に身を投じた。こ

のころロマノフ王朝の正統な皇位継承者と称し

てヨーロッパ中の宮廷から宮廷へと渡りあるい

ていたタラカーノヴァ王女の誘拐に加わったの

が彼の初仕事である1772年には正式にナポリ

軍を退き,オルロフ伯爵の紹介状をもってペテ

ルプルグにあらわれ,今度はロシア陸軍にはい

った。その後ノヴォロシアでのトルコ軍との戦

闘に参加して手柄をたて, 76年には中佐にすす

み,陸軍幼年学校長ベツキイの庶子アナスター

シアと結婚した1787年の第二次トルコ戦争(こ

う呼ばれるが実際は何回目かわからない)の勃

発にさいしてはノヴォロシアにあって,その後

の海陸での戦闘にめざましい働きをした。 89年

の-ジベイ襲撃のときには,沈没させたトルコ

の船をひき上げて,ロシア黒海漕艇艦隊を組織

した1790年には戦局の向背を決したイズマイ

ル要塞占領に加わって著功があり,ポーロック

のモギリョフ県に農奴800人つきの領地を下賜

された。翌年には陸軍少将兼黒海艦隊司令官の

資格でヤス条約の締結に立ち合った。ラテン語,

スペイン語,イタリア語のはかに,莱,独,仏

とロシア語に通じたリバスは,トルコ側との折

洞m.nEtiBSii.i街　隔夕

衝に手腕を発揮したばかりか,戦後のロシア軍

の充実やノヴォロシアの開発に力を尽くした。

そして1793年に海軍中将に昇進し,のちにオデ

ッサとなる-ジペイ港の建設の全権をゆだねら

れたのであった。

生みおとしたばかりの町からハーグェルによ

って引きはなされたリバスは,海軍省に閑職を

与えられた。そして糧秩補給監督官に任ぜられ

たり,森林局長の職を経たりして(ピョ-トル

ー世以来,船舶材の確保を主要任務とする森林

行政は海軍省の管轄であった), 1799年には海

軍大将にあげられたものの,ハーグェルのおぼ

えは芳しいものではなかった1800年12月, 51

歳で没。

リバスの死後20年ほどしてから, 1801年のパ

ーヴェル帝拭逆に彼が一枚かんでいたのではな

いかという噂が立った。この計画の首謀者と目

されるパーニンとも,陰の演出者といわれたイ

ギリス大使のウィトワースとも,リバスは非常

に親しい仲であったので,この説が立てられた

らしいO真偽のほどはむろん不明である。

リバスは1797年以後一度もオデッサに帰る機

会がなかったが,町のほうは彼の名前を忘れな

かった。総督府の前をはしる最も古い目抜き通

りにリバスの名がつけられ,革命後の今日まで

その名前(ロシア語ではデリバーソフスカヤ・

ウーリツァ)が生きのこっている。

3　成　長

パーヴェルの登極によってオデッサの発展は

-頓座をきたすかに見えた。しかし商人たちの

心配が妃憂におわり,逆にこの港町が19世紀の

ロシア都市の中で他に類をみないような目ざま

しい成長を示したのは,国際的な諸事情に負う

ところが大きかった。

リバスの後任には地味な性格のプスト-シキ

ン海軍少将が任命され,リバス流の疾風怒涛の

拡張政策に歯止めをかけられた形になったが,
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南国のあたたかい陽光にめぐまれたオデッサの

町は,いったん芽をふいた植物のように強靭な

生命力を発揮するO幸いなことに,パーヴユル

の後をおそったアレクサンドルー世もノヴォロ

シアの発展に父親のように冷淡ではなかった。

まずオデッサ港の荷扱藍の躍進ぶりを数字で

眺めてみよう。次に示すのはロシアの全貿易額

に占めるJM海の比重である。

1802年　　　　　　　5. 5:

1803年　　　　　　　8.4:

1804年　　　　　　10.7:

1805年　　　　　　12. 9:

アレクサンドル一世の新しい政策でオデッサ

がすべての外国船に開放された1802年には,盟

海のロシア諸港の総輸出152万5671ルーブルの

うちオデッサは全体の87.2　にあたる132万

9776ルーブルを占めるという成績をあげ,タガ

ンロークをはじめとする他の諸港を断然おさえ

ていた。アゾフ海のタガンローク,ドニエプル

川口のへルソン,ドニエプル湾の奥のニコラー

エフ,クリミア半島先端のセヴァスト-ポリ(当

時からすでに軍港)のどの港と比べても,ボス

フォラス海峡から最もアプローチが容易なオデ

I./サが地理的に優位にあることはだれの目にも

明らかであったが,ロシアとトルコの関係がヤ

ス講和以後しばらく安定していたことが,オデ

ッサのために有利にはたらいたG　もっと大きな

コンテクストでは,ナポレオンの台頭がひきお

こしたヨーロッパの大動乱の渦がロシアとトル

コの双方をひとしく巻きこんでいた。兵火のた

めに西欧と中欧では穀物の生産が減少し,英国

もまた1799年と1800年の2年にわたる不作に

見舞われ,ウクライナの小麦に対する需要がい

ちじるしく増大していた。いわゆる春秋の筆法

をもってすれば,ナポレオンこそオデッサ市に

とって最大の恩人であったといえなくもあるま

い。

オデッサ港にはいった船の数は1796年の86

隻, 97年の72隻に対して, 1803年の入港数は

635隻であった。しかも,黒海の他のロシア諸

港にはいった342隻と比較してオデッサ寄港船

舶は大型船が多かった。念のためにこの年の海

のロシア領諸港に碇をおろした計977隻の国籍

別内訳は次のようになっていた。

トルコ

オーストリア

ロシア

イオニア共和国

フランス

S　悶

試arォ5

353隻(36.1

295隻(30.2:

225隻(23.0

37隻( 3.8

22隻( 2.1

7隻( 0.1

38隻( 0.4:

それから2年後の1805年には666隻の遠洋

船と496隻の近海船合計1162隻がオデッサに

入港した。築港後10年のあいだにこれほど飛躍

的な発展をとげたのも,国際的な要因に助けら

れたからこそである。

もっとも,オデッサの貿易取引自体はほとん

ど外国人の手ににざられていた1803年の資料

によれば,オデ∴ノサにはフランス,イギリス,

それにイタリア系とドイツ系の商館があった。

商人の数で言えば,全部で16人の外国人商人

(1798年より2人だけふえている)のうち,ギ

リシャ人,イタリア人,ドイツ人だけで13人を

かぞえた。輸出額の大半を占める穀物の扱いは

外国の大商人,とくにイタリア人,ギリシャ人,

クロアチア人ににざられていた。ロシア自体の

資本主義が未発達で商人階級に人材がとぽしか

ったこともあるが,オデッサ港の地理的条件,

その取扱商品の性格がこのような結果をもたら

したものと考えられる。

外国人の中でもギリシャ人は特別な地位を与

えられていた。ギリシャ自体はトルコ帝国領の

一部でまだ独立国として存在はしていなかった

が,上述のように,同じ東方正教会に属する信

徒というよしみもあって,いちはやく1775年に

はノヴォロシアに大桶することをみとめられた。



同じころ北からはエカテリーナ二世が同国人の

ドイツ人を招いてノヴォロシアやヴォルガ河畔

に入植させていた。後者がコロニストとして農

場経営につとめたのに対して,ギリシャ人はど

ちらかといえば軍人や商人として身を立てる者

が多かったようである。オデッサの町づくりに

さいしてはリバス将軍が部下の将兵の中から300

人あまりのギリシャ人部隊を編成してこれにあ

たったことIはすでに述べたが,そのうち4分の

1が病気と栄養不艮で生命を失うという犠牲も

はらった。リバスはギリシャ人のために新しい

町の海岸に近い一角に居住区を設定した.トル

コ,ロシアあるいはイオニア共和国の旗をかか

げてオデッサに入港する船舶のうちかなりの部

分は,ギリシャ人船主の所有になるものであっ

た。ギリシャの独立運動で指導的な役割を果た
′

す有名な<友愛協会>　¢txtK毒　'ETαipia

も1804年(これはN.ソールの説1814年とす

るものが多い)にはオデッサで成立していた。

ロシア人と同じスラグ系のブルガリア人やセ

ルビア人などもオデッサに多く,やはりトルコ

からの独立をめざす運動を行なっていた。

国際状況から生じた好条件は別として,リバ

スとともにもう一人の外国人がオデッサ草創期

の功労者として記憶されている　1803年から14

年までは皇帝直属のオデッサ長官, 1805年以後

はさらに全ノヴォロシア総督を兼ねたアルマン

-エマニュエル・リシュリュー公爵がその人で

ある。彼はルイ十三世に仕えた大リシュリュー

の血をひいて1766年パリ(一説ではボルドー)

で生まれた。宮廷にはいってルイ十六世の王妃

づきの竜騎兵連隊の士官に任じられたが, 1790

年エカテリーナの招きでロシアにおもむき,ポ

チョムキンの部隊の一員としてイズマイル攻略

戦に参加した。その後し′、ったん帰国したが,革

命が起こって国王が逮捕されるや,国民議会の

許可を求めてふたたびロシア-やって来て,女

帝の庇護のもとで軍隊に勤務する。しかし例に
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よってハーグェルとは折合いが悪く, -ll.'fフラ

ンスに帰ったりウィーンに住んだりするうち,

アレクサンドルが即位するに及んで皇帝じきじ

きの招請でまたもペテルブルグにあらわれる。

謁見の席上アレクサンドルから1万ルーブルを

下賜されたうえ,バルト海沿岸に年収2万4000

ルーブルの鎖地を与えられた.これほどの殊遇

をうけた人物がオデッサの長官に任命されたと

ころをみると,アレクサンドルも祖母と同じよ

うにノヴォロシアをかなり重要視したとみて間

違いないであろう。リシュリューもよく彼の期

待にこたえた。ショーヴィニズムで知られるソ

ビエトの歴史百科辞典ですら,彼がこの職にあ

ってくすぐれた行政官>として才能を発揮した

ことを率直にみとめているほどである。

リシュリューはオデッサに着任すると,まず

輸出穀物に対する特別課税を一律に1チェトヴ

ェルチあたり2.5コペイカと定め(この税率は

1812年のペスト後は5コペイカに引き上げられ

る),その年間収入1万2000ルーブル(1チュ

トゲェルチは約1.17石であるので,この年の輸

出量は約56万石になる。これを重量に換算する

と5ないし6万トンに相当する)に加うるに皇

帝からの貸与金20万ルーブルをもって,港湾施

設の整備を精力的にすすめた。黒海・アゾフ海

の諸港からの近海船舶用と,検疫を要する外国

船舶用に二つの梅がつくられ,高い壁で仕切ら

れた検疫設備がもうけられるのもこのときであ

るoリシュリューはパーヴェルが独特の宗教的

信念にもとづいて廃止したギリシャ人居住区も

復活させ,外国人の移住を奨励したので,ギリ

シャのみならずブルガリア,モルダヴィア,セ

ルビア,アルバニアなどから渡来する者がます

ます多くなった。リバスのひそみにならって,

2年以内に家屋を建てる者には無償で市内の土

地を与え,その家屋を抵当に入れさえすれば建

築資金も貸し出すという施策もとった。リシュ

リューの発意で都心計画も策定され,多くの道



62　中　村　喜　和

路がつくられた。町の中心部分は舗装され,ロ

シアの他の都市にさきがけて1811年には200個

の街燈もつけられた。その照明には初め獣脂を

用いたが,のち亜麻油に代えた。リシュリュー

がとくに意を用いたのは,樹木のとばしい町の

緑化で,自分自身の手で好んで植樹や努定を行

なったという1809年からは劇場も開かれ,有

名なアレクサンドル・シャホフスコイの農奴劇

団が巡業してきた。

リシュリューが貿易港としてのオデッサを発

展させるためにペテルブルグの許可を得て行な

った方策を列挙しておく。

○　オデッサ税関を通過する輸出入商品に限り,

関税を一般税率より4分の1だけ引き下げる。

○　オデッサ港で陸揚げされ,そこからモルダ

ヴィア,ワラキア,オーストリア,プンシャ

に仕向けられるトランジット貨物はすべて無

税とする。

○　陸揚げしてからも買手のつかない輸入貨物

は税関倉庫に18カ月まで無税で保管すること

をみとめる。

このほかリシュリューは商業貸出し,手形割

引き,両替え,保険などの金融機関の充実にも

努力した。

彼の力の及ばない債分もあった。ナポレオン

時代の西欧列強の変転めまぐるしい国際関係,

とりわけ黒海の咽喉を托するトルコとの関係が

それで, 1806年から12年までトルコと戦争状態

がつづいたことはオデッサにとって有利な条件

ではなかった。それに追い討ちをかけるように,

ナポレオンがモスクワに攻め込む1812年の夏

にはペストが町をおそったo　この疫病のために

オデッサの人口の約5分の1にあたる4000人が

死亡し(一説では3万6000人中の2660人が死

んだ),市内の医者もすべてたおれてしまった。

全面的な交通遮断が46日間もつづき,警戒措置

が完全に解除されるのは翌年の夏である。

しかし成長期の少年のように,オデッサが回

復するのも早かった。人口の点では1798年の

5000人, 1802年の9000人に対して,ペスト

の痛手にもかかわらず1813年にはすでに3万

5000人をかぞえたし,穀物輸出の面で見るなら

ば, 1814年には早くも1805年の水準を凌駕し

て次の表のような著増ぶりをみせた(残念なが

ら積出した量を示す資料は手もとにない)0

1805年　　　　　　　570万ルーブル

1814年　　　　　　　700万　〝

1815年　　　　　　1400万　　〝

1816年　　　　　　3700万　〝

1817年　　　　　　4200万　"

1810年代の後半にはオデッサは南ヨ一口・ソパ

最大の穀物供給基地になっていた。小麦を主体

とする穀物輸出の激増が,オデッサの後背地で

あるウクライナにおける小麦播種面積の拡大を

ともなっていたことはいうまでもない。この世

紀の60-70年代に鉄道が敷設されるまで,遠く

はウクライナの北部から,小麦が無数の牛車に

よって運ばれてきた。ウクライナが名実ともに

ヨーロッパのパンかごとか穀倉と呼ばれるよう

になったのはこのとき以来である。

ナポレオンの没落後まもない1814年の秋,リ

シュリューはオデッサを去ってフランスに帰っ

た1815年復辞したブルボン家のルイ十八位に

よって彼は閣僚に任命され,さらに同じ年のう

ちにタレイランの後をうけて首相の地位につい

た1820年に公務を退き, 22年に投。享年56歳。

オデッサ市は彼を記念して, 1817年に開校し

た中学校(ノヴォロシア大学の前身)にリシュ

リューの名を冠し,リバス通りとT字状にまじ

わる大通りをr)シュリュー通りと名づけたO　こ

の名前もまだのこっている1828年には,波止

場から町への長い石段を登りきった半月形の広

場に,彼の像が建立された。

4　エピローグ

オデッサの形成期のスケッチとしては,以上



述べたところでほぼ事は足りていよう。リバス

を生みの親とすれば,ブロック-ウス-エフロ

ンの≪新百科辞典≫もいうように,リシュリュ

ーは育ての親とみなすことができるからである。

そこで以下はつけたりとして,その後のオデッ

サの成育過程をざっと略記しておく。

リシュリューの後任にはやはりフランス人の

ランジェロン伯爵が任命された。凡庸な人物だ

ったといわれるが,それでも1819年に30年間の

期限つきでオデッサが念願の自由港に指定され

たことが彼の在任中の業績として記憶されてい

る。開港以来オデッサの輸出入の帳尻りはいち

じるしい出超の連続であったが,この措置によ

って輸入が促進され,ロシア国内はむろんのこ

と,ポーランドやオーストリア,さらには奥カ

フカ-スを経てペルシャを最終仕向け地とする

貨物もオデッサを通過するようになったo　レー

ルモントフの≪タマ-ニ≫ (≪現代の英雄≫中

の～蒜)に描かれる崇晦名物の密輸も狙けつを

きわめたという。なおランジュロンもオデッサ

市内の通りに名前をのこした。

1823年に,今度はロシア人のミ-イル・ヴォ

ロンツォフ伯爵がオデッサをふくむノヴォロシ

ア全域ならびにベッサラビアの総督になった。

彼の支配はほぼ30年間つづいた。血筋の点では

名門を誇る生粋のロシア人であったヴォロンツ

ォフも,英国に駐在する大使の息子として1782

年にロンドンに生まれ,教育は外国で受けた。

帰国後対ナポレオン戦争に従軍して,数々の勲

功をたてた。ナポレオン失墜後, 1818年までフ

ランスを占領したロシア軍司令官としてパリに

とどまったので,リシュリュー公と交際する機

会があったにちがいない。

政治的立場はイギリス仕込みのリベラル派に

与していて,オデッサ市の商工業の振興,市街

の整備,クリミアのブドウ酒醸造業の育成等々

に実務家としての能力を発揮した。オデッサに

農業協会を設立し,あわせてステップ地帯にお
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ける牧畜業の発展にも貢献した1849年で期限

切れになるはずだったオデッサの自由港扱いを

10年間延長させたのもヴォロンツォフの手腕で

あった1844年にはノヴォロシア総督のままで

カフカス地方軍最高司令官の職を兼ねた。この

ときの彼の部下の中に,のちに作家となる若い

トルストイがいた。 <当時のロシアの高官の中

では珍しく教養が高く,虚栄心がつよかったも

のの,目下の者には愛想がよく,目上の者には

優雅な態度で接する宮中式の人物>というのが

後年のトルストイのヴォロンツォフ評である

(≪-ジ・ムラート≫)。ヴォロンツォフの努力

だけに負ったわけでもあるまいが, 1847年オデ

ッサの小麦積出しは300万チェトゲェルチを超

え,ロシアから輸出される小麦の37%がこの港

を通過した。このときオデッサはヨーロッパ第

-の小麦積出し港となった。56年に彼が死ぬと,

オデッサとグルジアのチフリスに記念碑が建て

られた。

能吏ヴォロンツォフの不運は,政府に楯つく

不穏な詩を書いてペテルブルグを追放された若

い詩人が彼の監督下にまざれこんできたことだ

った。新総督が任地に到着したばかりの1823年

の夏,詩人のアレクサンドル・プーシキンがそ

れまで住んでいたモルダヴィアのキシニョフか

ら自発的にオデッサに移ってきて,ヴォロンツ

ォフのもとに勤めはじめた。もっとも700ルー

ブルの年俸を得ながら仕事らしい仕事もせずに

劇場や金持ちのサロンに夜毎出入りするという

暮らしだったので,ヴォロンツォフの気に入る

はずがなかった。詩人という称号に敬意を示さ

ぬ上司を皮肉って,プーシキンは痛烈な風刺詩

を書く。その上24歳の蕩児は7歳年上の総督夫

人に言い寄りさえした。 1年後にヴォロンツォ

フはイナゴの被害調査に出張させて,プーシキ

ンを厄介ばらいした。この事件のおかげでヴォ

ロンツォフはのちのちまでプーシキンの愛読者

(ということはほとんどすべてのロシア人を意



64　中　村　喜　和

味する)から高慢で打算的な冷血漢として悪評

を買うことになった。

実はプーシキンはここでもうーっのはげしい

恋をした。相手はリズニッチという穀物商人の

妻アマリアである。夫はダルマチア人,一方ア

マリアはフィレンツェ生まれのイタリア人とも,

ユダヤ系のドイツ人とイタリア人の混血児とも

いわれる。オデッサは大和のるつぼのような町

だったOその町のたたずまいをプーシキンは≪オ

ネヤギンの旅の断章≫の中で次のようにうたっ

ている。原文は響きのいい韻文であるが,直訳

体の散文に直しておく。

わたしはそのとき,壊っぽいオデ・t/サに住ん

でいた。そこでは空が明るく冴えわたり,盟

かな商いの手がせわしげに白帆を揚げる。そ

こではすべてがヨーロッパの息吹きを伝え,

物みなが南国の光にきらめき,活気にあふれ,

色とりどりにかがやいている。黄金なすイタ

リアの吉男がにぎやかな町角にひびき,その

町角を誇らしげなスラヴ人,フランス人,イ

スパニア人,アルメニア人,ギリシャ人,ず

んぐりとしたモルダヴィア人が行き交う。エ

ジプトの大地の息子,元海賊のモール人アリ

の姿も見える。

リシュリュー街と平行して東西にはしる大通

りが今も詩人の名をとって,プーシキンスカヤ・

ウ-リツァと名づけられている。

詩を引用したついでに, 19世紀の初めに出版

されたウクライナ民謡集からオデッサをうたっ

たものを紹介しておく。

おいらはオデッサに住んでいる

オデッサの町は住みいいぜ

麦の袋なぞかつぎはしない

地主の加へも出ずにすむ

人頭税も払わされない

鍬や鋤ともおさらばさ

おいらは旦那と呼ばれてる。

この歌を文字どおりに逃亡農奴や出稼ぎ農民

のオデッサ賛歌ととるのはナイーヴに過ぎるで

あろう。オデッサであれどこであれ,下層の労

働者の生活が左うちわだったはずがない。日々

の肉体労働の早さを酔でまざらす酒場の歌かも

しれないし,あるいはウクライナの村に帰った

農奴が若い時分の町暮らしをなつかしんだ歌か

もしれない。

ロシアの他の都市に比べてオデッサの大きな

特徴は,貴族の力が比較的よわく,商業・金融・

貿易・造船などの分野で商人,とくに外国商人

が羽振りをきかせたことである。ロシア人の商

人も皆無ではなかった1819年のランジェロン

総督の報告によると,彼らのほとんどは逃亡し

た国家農民であったという0 19世紀のモスクワ

でも農民出身の商人の台頑は鋸著な現象であっ

たが,この場合の商人は自由農民あるいは身代

金を支払って自由を獲得した農奴である。その

違いの分だけ,首都から遠いオデッサは司法の

網があらかったわけで,デカプリストをはじめ

とする反体制活動家もここではかなり自由に息

をつけたらしい。オデッサを<陰謀家の巣窟>

と呼んだニコライ一位の言葉がのこっているo

フ'J-　メーソンのオデッサ支部は進歩的なこ

とで知られ,ナロードニキやポリシュヴィキも

数多くここから輩出した1905年の戦艦ポチョ

ムキンの反乱はエイゼンシュテインの映画であ

まりにも有名になった。第二次大戦中はドイツ

軍に占領されたが,頑強な防衛戦と勇敢な地下

活動をみとめられて. 1965年<英雄都市>の称

号を与えられた。

話は前後するが, 1892年の調査によればオデ

ッサの人口は34万をかぞえ,ペテルブルグ,モ

スクワに次ぐロシア第三の大都市に急成長して

いたo　ペテルブルグは18世紀の初頑に,オデッ



サはその世紀の末に,ともに国土の辺境の海岸

に明確な政策的意図をもってつくられた都市で

あったことは興味ぶかい。この年の人口の内訳

は次のとおりであった。

総　計　　　　　　　340,526人

(うち男178,443 :女162,083)

ロシア人

ユダヤ人

ポーランド人

ドイツ人

ギリシャ人

フランス人

その他

188,082 (55.2%)

112,235 (33.0:

13,462 ( 4.0:

8,897 ( 2.6:

5,272 ( 1.5:

1,129 ( 0.3:

ll,449 ( 3.4

この数字でとくに注目されることは,ギリシ

ャ人が形成期当時の比重を失っていて,代わり

にユダヤ人の割合が非常に高くなっていること

である。ロシア革命前後に開花したいわゆる<オ

デッサ文化>なるものはきわめてユダヤ的な色

彩の濃いものであったo

ちなみに, 1974年のオデッサ市の人口は98万

1000人。新興の工業都市に抜かれて,現在では

ソビエト中の大都市のベスト・テンにはいらな

い。オデッサは今や壮年期を迎えているらしい。

参　E^^K^KE!

本稿の執筆にさいしては,各種の百科辞書,

人名辞典などのはか,おもに次の2点を参照し

蝣m

1. Ojiecca. OuepK hctophh repoH-

ropoAa. Oflecca, 195-.

2. Saul, N. Russia and the Mediterra-

nean 1797-1807. Chicago and

London, 1970.

前者は愛国主義的偏見につらぬかれたiff史で

あり,後者は18位紀末から19世紀初頭にかけて

のロシアの地中海政策の展開を追求しつつ,オ

デッサの成立についてもふれている実証的なモ

形成期オデッサ素描　65

ノグラフである。

m名は分かっていなから入手が間に合わなか

った文献のうち主要なものは次のとおり。言訳

がましく弁解すれば,拙稿は充分な資料を利用

することができなかったために,オデッサの市

民生活の実態については省筆のはかなく,全体

としてデッサンに終わらざるを得なかった。

1. BojlbCKH由, M.　OiepK HCTOpp川

xjieo-HOH TOprOBJIH HOBOPOCCH蕗C-

koto Kpaォ　c ApeBHeHmHx BpeMeH

Ao 1632　rofla. 0Aecca, 1854.

2. he60.ibCHR, F.　CTaTHCTHMeCKHe

3aImCIくh o BHemHeii ToproBjie

Pocchh. CII6., 1835.

3. OAecca 1794-1894. GAecca, 1巳9う.

4・ C王くajlbKOBCKH汲, A. IlepBoe Tpn.nu-

aTHJieTMe HCTOpH主i ropo^a

CUeccM, 1793-1625. 0,qecca,

1とHI.

*　本稿は昭和53 -54年度科学研究費補助金(総合

研究A,研究代表者　竹内啓一,課題「地中海地

域における集落の形成と発達に関する比較研究」)

による研究成果の一部である。


